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本
会
初
代
会
長
故
野
田
直
治
氏

は
、
本
紙
創
刊
号
に
次
の
よ
う
に
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

―
大
和
村

の
村
民
憲
章
第

一
項

に
、
「
つ
ね
に
学
び
文
化
の
高
い
村

を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
る
の
は
、

村
民
の
向
か
う
べ
き
と
こ
ろ
を
端
的

に
示
し
た
も
の
で
、
た
い
へ
ん
深
い

意
味
を
持

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

近
年
、
村
民
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ

れ
て
か
ら
、
こ
こ
を
中
心
と
し
て
、

各
種
の
文
化
活
動
が
ま
る
で
堰
を
切

っ
た
洪
水
の
よ
う
な
勢

い
で
活
発
に

な
り
、
事
実
上
の
文
化
運
動
と
も
云

う
べ
き
盛
況
を
呈
し
て
い
る
の
は
、

ま
こ
と
に
慶
賀
す
べ
き
こ
と
で
、
ま

さ
に
村
民
憲
章
の
趣
旨
を
活
か
し
た

も
の
レ⊂
い
えヽ
幸
ナ
し
ょ
つヽ
。

文
化
財
保
護
を
旗
印
と
し
て
、
当

会
が
発
足
し
た
と
き
、
期
せ
ず
し
て

多
数
の
方
々
の
ご
参
加
が
得
ら
れ
た

の
も
、
そ
う
し
た
文
化
運
動
の

一
環

と
見
る
こ
と
が
出
来
、
文
化
財
に
対

す
る
理
解
と
関
心
が
深
ま

っ
た
証
拠

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
喜
ぶ
べ
き

こ
と
で
あ

っ
て
、
こ
う
し
た
運
動
は

今
後
ま
す
ま
す
ひ
ろ
め
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。
―

そ
の
後
、
私
た
ち
は
初
心
を
忘
れ

ず
、
眠

つ
て
い
る
文
化
財
の
発
掘
、

村
史

・
町
史
の
編
集
等

へ
の
献
身
的

な
奉
仕
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
親

睦
、
奉
仕
活
動
、
研
修
等
々
た
ゆ
ま

な
い
努
力
を
重
ね
て
き
た
。

周
年
記
念
事
業
の
ほ
か
、
東
海
北

陸
道
開
通
記
念
な
ど
、
文
化
財
の
展

示
に
も
努
め
て
き
た
。

そ
ん
な
中
、
平
成

一
三
年

（二
〇

〇

一
）
に
は
本
会
結
成
三
十
周
年
の

記
念
事
業
と
し
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ

「古
今
伝
授
の
里

・
大
和
町
の
文
化

財
」
を
発
行
し
た
。
こ
れ
は
平
成
七

年
発
行
の
図
録
「大
和
町
の
文
化
財
」

を
底
本
に
、
そ
の
後
指
定
さ
れ
た
文

化
財
も
追
加
し

）、
解
説
を
拡
充
し
た

も
の
で
、
大
和
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
載
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
は

一
人
で
も
多
く
の
人
た
ち
、
と
く
に

後
に
続
く
若

い
世
代
に
も
見
て
も
ら

っ
て
、
文
化
財

へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を
も
込
め

た
も
の
で
あ

っ
た
。

来
年
度
は
創
立
四
〇
周
年
の
記
念

の
年
を
迎
え
る
。

記
念
事
業
と
し
て
、
地
味
で
も
会

員

一
人

一
人
が
汗
を
流
し
、
自
分
た

ち
の
力
で
出
来
る
範
囲
内
で
、
有
意

義
な
こ
と
を
実
施
す
る
こ
と
す
る
。

①
ま
ず
、
今
年
度
は
役
員
が
、
町
内

の
文
化
財
に
つ
い
て
、
所
在
場
所
、

状
態

・
情
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、

町
内
文
化
財
視
察

・
研
修
を
行
う
。

②
町
内
の
文
化
財
標
識
の
痛
み
が
激

し
い
の
で
、
昨
年
度
か
ら
の
継
続
で

ア
ル
ミ
製
の
標
柱
に
更
新
す
る

（実

質

一
五
本
）
。
本
協
会
の
活
動
の

一
端

を
周
知
さ
せ
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
も

あ
る
。

③
東
氏
の
文
化
は
郡
上
市
の
文
化
の

背
骨
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
見
地

立
ち
、
東
家
古
今
伝
授
書

（写
本
）、

東
家
古
今
伝
授
並
稽
古
方
、
東
家
十

三
代
集
、自
素
伝
宗
祇
へ
免
許
の
歌
、

常
縁
集

（写
本
）
、
等
々
七
四
件

一

〇
八
点
に
及
ぶ
東
家
文
書
の
う
ち
、

古
今
伝
授
及
び
東
常
縁
に
関
す
る
も

の
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
誰
で
も
手
軽

に

・
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
そ
し
て
、
今
後
さ
ら
に
注
釈

・

解
説
を
加
え
な
ど
す
る
こ
と
に
よ
り

発
展
的
に
活
用
で
き
る
基
礎
資
料
と

す
る
こ
と
を
目
指
す
。

こ
れ
が
本
協
会
と
し
て
「
古
今
伝
授

の
里
」

へ
の
大
き
な
の
貢
献
と
信
じ

Ｚ一
。

東
家
資
料

古
今
伝
授
の
巻
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秋
の
日
帰
り
研
修

～
京
都
の
社
寺
別
展
を
楽
し
む
～

研
修
部
会
長
　
滝

　

日
　
　
一

正

付
記
―
大
和
町
が
東
家
資
料
の
寄

贈
を
受
け
る
に
至
っ
た
経
緯
―

当
時
横
浜
市
神
奈
川
区
在
住
の
、

東
家
二
七
代
の
当
主
故
東
胤
験

（と

う
の
。
た
ね
た
け
）
氏
は
小
田
原
市
立

図
書
館
の
河
野
館
長
と
親
交
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
家
伝
の
資
料
の
安
全
な

保
管
を
同
図
書
館
へ
依
頼
し
て
い
た
。

昭
和
五
三
年
２

九
七
八
）
大
和
村

発
行

『大
和
村
史
史
料
編
』
に
文
書
の

一
部
を
収
録
し
た
の
が
縁
と
な
っ
て
、

昭
和
六
二
年
含

九
八
七
〉
胤
験
氏
と

大
和
町
が

「東
家
所
蔵
歴
史
資
料
等

貸
借
契
約
書
」
を
交
わ
し
、
東
家
資
料

を
大
和
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
収
蔵

庫
に
保
管
・活
用
し
て
き
た
。

さ
ら
に
胤
駁
氏
は
、
先
祖
が
永
年

に
わ
た
り
当
地
を
領
知
し
て
い
た
こ

と
と
、
自
宅
に
置
く
よ
り
は
、
大
和
町

で
収
蔵

・
管
理
し
た
方
が
良
い
と
判

断
し
て
、
平
成
六
年

一
二
月
五
日
大

和
町
と

「束
氏
歴
史
資
料
寄
贈
契
約

書
」
を
交
わ
し
、
東
家
資
料
は
大
和
町

が
所
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

東
家
資
料
の
寄
贈
を
受
け

「古
今

伝
授
の
里
―
大
和
町
」
は
名
実
と
も

に
充
実
し
た
。
大
和
町
教
育
委
員
会

は
こ
れ
ら
の
資
料
を
平
成
九
年

一
月

二
九
日
に
重
要
文
化
財
に
指
定
し

た
。

深
み
ゆ
く
秋
、
好
天
に
恵
ま
れ
た

一
一
月
四
日
、
歴
史
的
観
光
都
市
京

都
の
社
寺
拝
観
と
文
化
財
視
察
を
行

っ
た
。
何
時
訪
れ
て
も
風
情
あ
る
京

都
、
紅
葉
の
秋
に
は
今

一
歩
で
あ

っ

た
が
、
先
ず
は
、
総
勢
三
九
名
の
多

数
の
ご
参
加
の
頂
き
ま
し
て
無
事
終

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

（車
窓
あ
れ
こ
れ
）

各
地
を
繋
ぐ
国
道
と
高
速
道
が
整

備
さ
れ
、
生
活
の
利
便
さ
に
感
謝
す

べ
き
で
あ
る
が
、
旅
行
に
当
た

っ
て

の
最
大

の
敵
は
道
路

の
渋
滞
で
あ

る
。
春
と
秋
の
京
都
は
休
日
も
平
日

も
安
心
で
き
な
い
。
高
速
を
降
り
る

と
す
ぐ
に
渋
滞
に
遭
過
し
た
。
予
定

の
視
察
場
所

へ
の
到
着
時
間
、
昼
食

の
時
間
が
不
安
の
種
と
な

っ
た
が
、

「渋
滞
の
功
罪
」
と
も
言
う
べ
き
か
、

普
段
は
通
過
の
み
と
な
る
、
「
日
時
計

）

の
石
碑
」
（天
智
天
皇
考
案
）
、
を
は

じ
め
、
刑
場
跡
地
か
ら
発
掘
さ
れ
た

「南
無
阿
弥
陀
仏
の
碑
」
、
「坂
本
竜

馬
縁
の
は
た
ご
」
（寺
田
屋
）
な
ど
、

道
路
脇
に
位
置
す
る
遺
跡
、
伝
説
を

耳
に
、
ゆ
っ
く
り
眺
め
な
が
ら
の
市

内
観
光
が
で
き
た
。
観
光
バ
ス
ゆ
え

に
勘
考

（近
道
）
を
し
た
と
の
こ
と

（笑
い
）
で
あ
る
。
大
き
な
ス
ト
レ

ス
が
溜
る
こ
と
な
く
渋
滞
を
抜
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
最
初
の

訪
問
場
所
の
大
蓮
寺
は
、
狭
い
街
路

地
に
位
置
し
、
初
心
者
に
は
分
か
り

に
く
く
、
右
往
左
往
し
た
後
に
よ
う

や
く
到
着
し
た
。

（大
蓮
寺
の
拝
観
）

本
堂
正
面
に
安
置
さ
れ
た

「
阿
弥

陀
如
来
像
」
、
左
右

の

「
千
手
観
音

と
不
動
明
王
」
と
側
面
に
安
置
さ
れ

た

「薬
師
如
来
、
十

一
面
観
音
菩
薩
、

夜
叉
神
明
王
」
を
真
近
か
に
拝
観
し

な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
の

一
環

と
し
て
従
事
し
て
い
る
京
都
市
内
の

大
学
生
の
説
明
を
受
け
た
。

阿
弥
陀
如
来
は
、
「
お
産
の
苦
し
み

を
救
う
」
仏
様
と
の
こ
と
。
併
せ
て
、

「走
り
坊
さ
ん
」
の
伝
説
が
あ
る
。

身
長

一
四
三
セ
ン
チ
で
足
腰
の
強
い

坊
さ
ん
が
お
ら
れ
て
、
安
産
を
願
う

妊
婦
さ
ん
に

一
日
に
六
〇
キ
ロ
を
掛

け
め
ぐ
り
お
守
り
を
届
け
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
女
性
の
方
に
信
仰
が
厚

い
仏
様
に
な

っ
て
い
る
。
安
産
の
お

守
り
の
売
れ
行
き
が
良
い
。
男
性
会

員
の
中
で
、
隠
し
子
分
を
購
入
し
た

と
か
、
し
な
か

っ
た
と
か
で
あ

つ
た

が
、
今
日
の
お
客
様
の
大
半
は
高
齢

化
も
手
伝

っ
　

ヽ ノ
て

一
自
分
ま
た
は
家
族

の
足
腰
を
お
護
り
頂
け
る

「走
り
坊

さ
ん
」
の
お
守
り
札
が
メ
イ
ン
と
見

受
け
ら
れ
た
。

学
生
さ
ん
達
に
よ
る
説
明
は
新
鮮

味
が
あ
り
、
熱
意
を
感
じ
た
が
、
早

口
に
て
短
時
間
に
は
理
解
し
が
た
い

も
の
で
あ

っ
た
。
大
蓮
寺
は
清
楚
な

感
で
、
多
く
の
文
化
財
が
大
切
に
さ

れ
て
お
り
好
感
が
持
て
た
。

（昼
食
）

市
内

の
渋
滞
は
大
き
な
影
響
な

く
、
予
定
し
た
時
刻
に

コ
示
の
蔵
人
」

到
着

木
造
造
り
の
銘
酒
月
桂
冠
大
蔵
記
念

館
に
隣
接
し
、
絵
描
き
さ
ん
も
集
ま

る
と
い
っ
た
景
観
豊
か
な
場
所
に
あ

り
、
女
将
の
献
立
の
説
明
を
う
け
て
、

美
味
で
体
に
優
し
い
豆
腐
料
理
を
堪

能
し
た
。

（法
然
院
の
視
察
）

昼
食
場
所
を

一
二
時
三
〇
分
出

発
、
市
内
観
光
し
な
が
ら
銀
閣
寺
駐

車
場
に
到
着
。

西
日
幾
多
郎

（哲
学
者
）
が
歩

い
た

こ
と
で
名
づ
け
ら
れ
た
「哲
学
の
道
」

を
歩

い
た
。

バ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
、
琵
琶
湖
疏
水

の
流
れ
を
見
て
、
身
体
に
受
け
る
川

大蓮寺本堂

ヽヽヽ卜ヽヽ 卜`ヽ卜`ト
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風
が
心
地
よ
い
。

数
百
歩
の
み
ち
の
り
を
散
策
し
、
山

道
坂
道
を
上
が
る
と
法
然
院
の
山
門

に
到
着
し
た
。

（山
門
に
て
集
合
写
真
撮
影
）

山
門
を
く
ぐ
る
と
中
庭
が
広
が

る
。
緑
葉
樹
の
中
に
自
砂
が
映
え
る

「白
砂
檀
」
に
て
身
を
清
め
、
本
堂
、

方
丈
庭
園
、
桃
の
間
襖
絵
、
講
堂
の

順
に
視
察
し
た
。
後
で
三
脚
使
用
禁

上
に
気
付
く
。
本
堂
は
、
ジ
ャ
バ
ラ

天
丼
と
の
こ
と
で
湾
曲
し
て
お
り
、

仏
像
は
阿
弥
陀
三
尊
形
式
で
祀
ら

れ
、
阿
弥
陀
如
来
座
像
は
寄
木
造
り

と
の
こ
と
で
特
徴
が
見
ら
れ
た
。
方

）

丈
庭
園
は
椿
の
緑
と
水
が
絶
え
た
こ

と
が
な

い
と
言
わ
れ
る
池
が
調
和

し
、
心
落
ち
つ
く
も
の
で
あ

っ
た
。

講
堂
で
は
、
法
然
院
貫
主
に
よ
る
法

然
上
人
の
歴
史
が
語
ら
れ
て
い
た
。

法
然
は
八
歳
の
時
父
親
が
殺
さ
れ

る
不
幸
に
出
会

い
坊
さ
ん
と
な

っ

た
。　
〓
二
歳
か
ら
四
三
歳
ま
で
比
叡

山
で
修
業
。
阿
弥
陀
様
の
本
願
念
仏

の
教
え
に
出
会

い
、
「
人
間
は
損
得
で

生
き
る
、
善
悪
で
生
き
て
い
る
の
で

は
な
い
。
そ
の
場
の
状
況
で
人
を
も

殺
す
。
善
人
で
も
悪
人
で
も
な
い
。

念
仏
と
は
、
人
間
の
計
り
知
れ
な
い

命
に
目
覚
め
た
と
き
に
、
信
じ
て
阿

弥
陀
様
に
お
願
い
を
す
る
言

葉
で
あ
る
、
修
業
で
は
な
い
、

行
い
で
あ
る
と
説
き
、
功
徳

を
積
ま
れ
た
。
」
と
の
こ
と
で

あ
る
。
法
然
上
人
の
人
間
観

の

一
部
を
、
私
自
身
初
め
て

知
る
こ
と
と
な

っ
た
。

視
察
時
間
が
迫
る
の
で
途
中

に
て
講
堂
を
退
場
し
た
。

（大
徳
寺
本
坊
）

今
回
最
後

の
視
察
箇
所

で
、
三
時
こ
ろ
到
着
し
た
。

名
僧
、
戦
国
武
将
等
の
塔
頭

寺
院
が
林
立
。
境
内
の
規
模

の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。

ど
こ
も
か
し
こ
も
特
別
公
開
の
真

っ
た
だ
中
で
、
迷
い
な
が
ら
大
徳
寺

に
到
着
、
勅
使
門
、
前
庭
と
唐
門
、

方
丈
襖
絵
を
拝
観
し
た
。
自
砂
利
を

敷
き
詰
め
た
前
庭
の
盛
観
さ
と
唐
門

の
豪
華
さ
は
さ
す
が
で
あ
る
。
し
か

し
、
唐
門
は
近
く
に
寄
れ
ず
、
細
か

い
彫
刻
が
見
え
な
い
の
が
残
念
で
あ

る
。
ま
た
、
襖
絵
も
部
屋
全
体
が
暗

く
て
見
え
づ
ら
い
。

説
明
に
あ

っ
て
も
事
務
的
で
あ
り
、

国
宝
管
理
と
は
こ
う
し
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
観
光
待
遇
に
お
い
て

期
待
は
ず
れ
の
思
い
が
残

っ
た
。

（終
り
に
）
）

今
回
は
、
そ
の
道
の
プ
ロ

（バ
ス

ガ
イ
ド
）
も
初
め
て
と
の
場
所
、
ど

う
な
る
事
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、

普
段
は
見
れ
な
い
、
特
別
公
開
の
文

化
財
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
数
百
年
の
時
を
超
え
、
空
間
を

超
え
て
語
り
継
が
れ
る
、
建
物
、
庭

園
、
襖
絵
、
仏
像
等
の
歴
史
文
化
に

お
い
て
、
日
本
人
の
感
性
の
豊
さ
に

只
々
脱
帽
で
あ
る
。
中
で
も
、
仏
像

に
は
、
表
情
や
動
作
の

一
つ
一
つ
に

意
味
が
あ
り
、
独
特
な
信
仰
が
息
づ

い
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私

自
身
も
仏
教
徒
の

一
人
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
機
に
、
な
お
ざ
り
が
ち
な
信

仰
心
も
養
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
視

察
場
所

へ
の
行
程
に
お
い
て
、
い
き

つ
、
も
ど
り
つ
、
珍
道
中
の
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
の

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
秋
の
研
修
会

を
無
事
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
か
ら
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
の
一
泊
研
修

―
和
歌
山
・奈
良
の
世
界
遺
産
を
訪
ね
て
―

河

合

利

雄

恒
例

の
宿
泊
研
修
は
四
月
八
日

（木
Ｙ

九
日

（金
）
に
実
施
さ
れ

た
。
当
日
は
幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
た

も
の
の
、
朝
の
花
冷
え
は
厳
し
か

っ

た
。
予
定
通
り
七
時
に
農
協
大
和
支

店
を
出
発
し
、
車
は
途
中
の
渋
滞
も

な
く
、
車
窓
に
満
開
の
桜
を
映
し
出

し
、
三
十

一
名
は
無
事
第

一
の
見
学

地
に
到
着
し
た
。
十

一
時
三
〇
分
頃

で
あ

っ
た
。

紀
三
井
寺

密
教
ゆ
か
り
の
三
つ
の
霊
泉
が
あ

り
、
紀
州
に
あ
る
三
井
寺
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。
山
の
中
腹
に
あ
り
、
三
百

四
十
段
ほ
ど
の
急
な
石
段
は
、
足
腰

の
弱
い
者
が
多
く
か
な
り
こ
た
え
、

途
中
、
休
み
な
が
ら
、
桜
の
名
所
、

法然院山門にて

大徳寺山門
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吉
野
山
桜
に
心
癒
さ
れ
、
よ
う
や
く

全
員
が
登
り
き
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
寺
は
、
救
世
観
音
宗
の
寺
と

し
て
、
十

一
面
観
音
を
本
尊
と
し
、

西
国
三
十
三
所
の
う
ち
二
番
札
所
と

な

っ
て
い
る
。
う
ら
ら
か
な
和
歌
浦

の
眺
望
が
す
ば
ら
し
か

つ
た
。

紀
三
井
寺
に
別
れ
を
告
げ
、
湯
浅

御
坊
道
路
を
経
て
、
第
二
の
目
的
寺

院
で
あ
る
道
成
寺

へ
と
向
か

っ
た
。

道
成
寺

こ
の
寺
は
、
和
歌
山
県
に
現
存
す

る
最
古
の
寺
で
あ
る
。
大
宝
元
年
（七

〇

一
年
）
の
創
建
で
あ
り
、
文
化
財

の
宝
庫
と
も
い
え
る
国
宝
や
重
要
文

化
財
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時

代
の
多
数
の
諸
仏
が
安
置
さ
れ
て
い

た
。
と
り
わ
け
、
宝
佛
殿
の
カ
ヤ
の

一
本
造
り
の
ご
本
尊
千
手
観
音
と
日

光
菩
薩
、
月
光
菩
薩
の
ヒ
ノ
キ
の

一

木
造
り
の
国
宝
に
は
圧
倒
さ
れ
、
拝

顔
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
。

こ
の
寺
は
、
能
や
歌
舞
伎
、
浄
瑠

璃
の
題
材
と
し
て
名
高
い

「娘
道
成

寺
」
と
し
て
、
「安
珍

・
清
姫
物
語
」

の
悲
恋
物
語
で
有
名
で
あ
る
。
従

っ

て
、
こ
れ
を
演
ぜ
ら
れ
た
多
く
の
有

名
人
の
舞
台
衣
装
の
写
真
が
奉
納
さ

れ
て

い
た
。
ま
た
、
縁
起
堂

で
は

「道
成
寺
縁
起
」
絵
解
き
説
法
が
行

わ
れ
、
大
変
お
も
し
ろ
く
、
み
ん
な

興
味
深
く
聞
き
入

っ
て
い
た
。

白
浜
温
泉
ホ
テ
ル
三
楽
荘

熱
海
、
別
府
と
並
ぶ
三
名
泉
の

一

つ
の
白
浜
温
泉
。
白
い
砂
浜
、
青

い

お
だ
や
か
な
海
に
面
し
た
ホ
テ
ル
三

楽
荘
。
七
階
で
の
宿
泊
、
名
泉
に
ひ

た
り
旅
の
疲
れ
を
と
る
。
二
時
間
に

わ
た
る
参
加
者
の
夜
の
交
流
会
の
盛

り
上
が
り
の
中
、
白
浜
の
夜
は
更
け

て
ゆ
き
、
時
を
忘
れ
て
の
楽
し
さ
の

中
で
床
に
つ
い
た
。

翌
日
、
朝
の
バ
イ
キ
ン
グ
に
満
足

し
、　
一
行
は
八
時
に
ホ
テ
ル
を
後
に

し
、
車
中
の
人
と
な
る
。
途
中
、
「白

浜
と
れ
と
れ
市
場
」
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
し
た
後
、
ひ
た
す
ら
世
界
遺
産
、

国
立
公
園
吉
野
山
を
目
指
し
て
車
を

）

走
ら
せ
る
こ
と
四
時
間
、
昼
過
ぎ
に

よ
う
や
く
目
的
地
に
着
い
た
。
狭
い

山
道
を
さ
す
が
プ

ロ
の
運
転
手
と

感
心
し
な
が
ら
の
道
中
で
あ

っ
た
。

下
千
本
、
中
千
本
、
奥
千
本
と
い

わ
れ
る
吉
野
千
本
桜
。
好
天
に
恵
ま

れ
満
開
と
い
う
こ
と
で
、
平
日
な
の

に
観
光
バ
ス
が

一
日
で
の
べ
三
〇

〇
台
、
そ
れ
に
自
家
用
車
、
ケ
ー
ブ

ル
な
ど
で
の
来
山
者
で
、
狭
い
参
道

は
人
で
埋
ま
り
、
ぼ
ん
や
り
し
て
い

る
と
友
を
見
失

っ
て
し
ま

い
そ
う

な
大
混
雑
で
あ

っ
た
。
人
疲
れ
の

末
、
よ
う
や
く
昼
食
場
に
た
ど
り
着

き
休
憩
、
食
事

で
元
気
を
取
り
戻

し
、
金
峰
山
に
向
か

っ
た
。

金
峰
山
寺

・
蔵
王
堂

金
峰
山
寺
の
本
堂
、
蔵
王
堂
は
重

層
入
母
屋
造
り
で
、
桧
皮
葺
き
、
高

さ
三
十
四
メ
ー
ト
ル
、
四
方
三
十
六

メ
ー
ト
ル
、
安
土
桃
山
時
代
に
建
立

さ
れ
た
大
き
な
お
堂
で
、
国
宝
と
さ

れ
て
い
る
。
本
尊
金
剛
蔵
王
権
現
は

四
百
数
十
年
に
わ
た
り
、
鎮
座
さ
れ

て
い
る
日
本
最
大
の
秘
仏
と
さ
れ
て

い
る
。

三
尊
は
全
身
こ
と
ご
と
く
悪
魔
を

払
う
怒
り
の
形
相
を
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、
釈
迦
如
来
、
千
手
観
音

菩
薩
、
弥
勒
菩
薩
を
本
来
の
姿
と
す

金
峰
山
寺
蔵
王
堂

る
変
化
身
で
、
過
去
、
現
在
、
未
来

の
三
世
に
わ
た

っ
て
私
た
ち
を
守

っ

て
く
だ
さ
る
守
護
仏
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

今
回
は
、
平
城
遷
都
千
三
百
年
を

記
念
し
て
、
九
月

一
日
よ
り
十
二
月

九
日
ま
で
の
百
日
間
、
特
別
に
ご
開

帳
さ
れ
る
。

解
説
者
の
吹
か
れ
た
山
伏
の
ホ
ラ

貝
の
音
が
へ
堂
内
に
響
き
渡
り
、
霊

山
を
渡
り
歩
く
山
伏
の
連
絡
の
姿
、

ホ
ラ
貝
が
想
像
さ
れ
心
に
残

っ
た
。

吉
水
神
社

吉
野
修
験
宗
の
僧
坊
と
さ
れ
て
い

）

た
所
。
書
院
は
日
本
住
宅
の
源
流
、

初
期
書
院
造
り

の
代
表
的
傑
作
と

い
わ
れ
る
だ
け
あ

っ
て
、
周
り
の
風

景
に

マ
ッ
チ
し
た
趣
深

い
静
か
な

た
た
ず
ま

い
に
感
じ
ら
れ
た
。　
後

醍
醐
天
皇
の
玉
座
、
源
義
経

・
静
御

前

の
間
、
豊
臣
秀
吉
花
見

の
本
陣

等
、
吉
野
文
化
を
物
語
る
殿
堂
と
し

て
、
重
要
文
化
財
、
秘
宝
の
歴
史
的

品
々
の
宝
庫
の
価
値
が
大
き
い
。

特
に
、
狩
野
派
の
有
名
な
絵
師
達

が
競

っ
て
画

い
た
ふ
す
ま
絵
や
障

壁
画
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
ヨ

日
千

本
」
と
い
わ
れ
る
全
山
山
桜
の
す
ば

ら
し
い
眺
望
、
吉
野
川
に
落
ち
て
流

れ
る
桜
花
を
食
べ
る
と
い
う

「
さ
く

ら

鮎
」
、
国

立

公

園

吉

野

は
、

役

行

者
が
蔵
王
権
現
の
お
像
を
、

桜
の
本
で
刻
ん
だ
こ
と
か
ら
、
桜
が
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保
護
献
木
さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
始
ま

り
と
い
わ
れ
る
。

桜
を
愛
す
る
日
本
人
の
心
を
満
喫

）

す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
た
こ
と

に
感
謝
、
堪
能
し
、
吉
野
を
後
に
し

て
、
一
路
故
郷

へ
の
岐
路
を
急
い
だ
。

の
入
り
口
で
、
遠
藤

一
族
が
暁
み
を

利
か
せ
て
い
た
様
で
す
。
　
こ
こ
に

は
カ
ワ
シ
ン
ジ

ュ
ガ
イ
の
生
息
地
が

あ
り
ま
し
た
。
伊
勢
だ
と
か
御
木
本

だ
と
か
海
の
真
珠
は
有
名
で
す
が
、

川
に
シ
ン
ジ

ュ
ガ
イ
が
い
る
な
ん
て

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
盗
獲
が
簡
単

に
行
わ
れ
る
今
の
世
の
中
、
標
識
化

し
て
い
い
の
か
ど
う
か
？
　
密
か
な

周
知
で
い
い
の
か
な
？
。
水
の
流
れ

は
清
ら
か
で
、
釣
り
宿

「清
流
］
の

養
殖
鯉
が
元
気
に
泳
い
で
お
り
ま
し

た
。
木
越
城
跡
地
は
２
０
、
３
０
分

の
格
好
の
山
の
散
歩
道
、
千
代
と

一

豊
の
立
派
な
掲
示
板
が
駐
車
場
に
建

て
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
料
理
旅
館

「金
松
館
」
が
建
て
た
も
の
で
、
私

の
知
り
合
い
が
数
年
前
、
曾
祖
母
の

米
寿
の
祝
い
に
子
孫

一
族
４０
数
人
を

招
い
た
所
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

町
の
南
の
砦
、
木
越
城
は

「金
松
館
」

が
守
も

っ
て
く
れ
て
い
る
、
そ
ん
な

感
じ
で
し
た
。

北
に
向
か
い
福
田
の
集
落
を
抜
け

る
と
、
福
田
古
墳
跡
が
あ
り
ま
す
。

東
海
北
陸
道
路
沿
い
に
あ
り
、　
一
段

高
い
位
置
に
あ
る
標
識
か
ら
の
眺
め

は
、
昔
の
人
に
は
ど
う
映
る
の
で
し

ょ
う
か
？
　
一
一車
線
化
さ
れ
た
高
速

道
路
は
休
日
に
は
し
ば
し
ば
渋
滞
、

）

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
結
構
繁
盛
し
て

い
る
様
で
す
。

イ
ン
タ
ー
の
入
り
口
に
は
七
代
天

神
の
鳥
居
杉
、
こ
の
杉
全
体
を
画
面

に
入
れ
る
に
は
か
な
り
離
れ
て
撮
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

七
代
天
神
に
は
他
に
、
神
楽
踊
り
と

狛
犬
の
標
識
、
日
の
前
の
高
台
は
古

今
伝
授
の
郷
運
動
公
園
、
照
明
灯
が

建
て
ら
れ
、
夜
に
は
時
々
、
こ
う
こ

う
と
昼
間
の
よ
う
な
明
る
さ
で
す
。

県
道
５２
号
線
を
北
に
名
皿
部
の
外

れ
の
自
山
神
社
。
こ
こ
も
二
本
の
ケ

ヤ
キ
と
本
殿
、
狛
大
が
文
化
財
。

神
社
で
本
殿
が
指
定
文
化
財
と
な

っ
て
い
る
の
は
明
建
神
社
と
こ
こ
だ

け
、
何
故
か
？
　
安
永
６
年
建
立
で

２
０
０
年
以
上
も
建
物
に
破
損
が
な

い
の
だ
そ
う
で
す
。
ケ
ヤ
キ
は
二
本

と
も
３０

】月
以
上
、
狛
犬
は
他
と
同

様
、
秘
蔵
さ
れ
て
居
り
ま
す
。　
雲
行

き
が
怪
し
か

っ
た
丁
度
こ
の
頃
、
３

月
も
末
だ
と
い
う
の
に
、
雪
が
舞
い

落
ち
て
来
ま
し
た
。
積
も
る
程
で
は

な
い
が
、
見
通
し
は
悪
く
な
り
、
手

袋
が
欲
し
い
程
で
し
た
。

更
に
北
上
し
て
万
場
に
、
モ
ミ
ジ

の
南
宮
神
社
。
広
い
境
内
に
モ
ミ
ジ

が
ポ
ツ
ン
と
置
か
れ
て
い
る
様
な
沐

し
い
境
内
で
し
た
、
２
０
０
５
年
９

月
の
台
風
で
二
股
の
幹
の

一
方
が
無

惨
に
も
折
ら
れ
、
痛
ま
し
い
姿
に
な

っ
て
い
る
が
、
関
係
者
の
手
厚

い
保

護
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
神
社
に

は
時
代
物
の
花
火
の
筒
が
保
管
さ
れ

て
い
る
、
そ
ん
な
話
で
し
た
。

今
度
は
１
５
６
号
線
を
南
下
、
阿

千
葉
城
跡
入
口
。
こ
こ
に
は
宝
暦
義

民
傘
連
判
状
の
立
派
な
石
碑
が
建
て

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
国
道
の
改
修

工
事
の
付
帯
と
し
て
費
用
は
追
加
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
か
な
り
し

っ

か
り
し
た
石
碑
で
し
た
。
本
会
が
設

置
し
た
阿
千
葉
城
跡
案
内
板
が
、
小

さ
い
な
が
ら
立
派
に
見
え
ま
し
た
。

阿
千
葉
城
跡

へ
の
上
り
回
の
近
く

ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う

～
先
ず
訪
ね
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
～

本

　

川

　

一番
代

士

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
迎
え
、

よ
う
や
く
春
の
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ

る
様
に
な
り
ま
し
た
が
、
零
度
近
い

寒
波
が
日
本
の
上
空
に
南
下
し
て
来

て
、
急
に
冬
の
寒
さ
が
舞
い
戻

っ
た

り
、
明
ら
か
に
例
年
と
は
異
な
る
気

候
で
す
。
し
か
も
そ
れ
は
人
間
社
会

の
営
み
を
反
映
し
て
急
激
な
変
化
を

も
た
ら
す
よ
う
な
、
日
本
の
四
季
を

歪
め
る
様
な
、
そ
ん
な
不
安
を
感
じ

ま
す
。
不
安
は
気
候
だ
け
で
は
な
く
、

ギ
リ
シ
ャ
、
カ
ナ
ダ
、
タ
イ
、
韓
国
、

そ
れ
に
宮
崎
か
ら
も
押
し
寄
せ
て
き

ま
す
。

そ
ん
な
中
で
上
海
万
博
が
始
ま
り

ま
し
た
、
今
年
我
が
国
で
は
色
々
な

記
念
の
年
が
多
く
、
奈
良
で
は
平
城

遷
都
１
３
０
０
年
、
等
伯
没
後
４
０

０
年
、
北
斎
生
誕
２
５
０
年
、
東
京

で
は
歌
舞
伎
座
が
約
６０
年
の
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
今
鳩
山
内
閣
が
苦
慮
し

て
い
る
普
天
間
基
地
、
沖
縄
が
返
還

さ
れ
て
３８
年
、
万
博
と
言
わ
れ
て

我
々
に

一
番
馴
染
み
な
の
は
大
阪
万

博
、
そ
れ
が
丁
度
４０
年
前
の
出
来
事

で
し
た
。

私
達
の
大
和
町
文
化
財
保
護
協
会

も
、
来
年
４０
周
年
を
迎
え
る
と
い
う

こ
と
で
、
大
和
町
の
文
化
財
の
標
識

を
見
て
回
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
目

立
た
な

い
仕
事

で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
以
下
は
そ
の
見
聞
記
で
す
。

先
ず
町
の

一
番
南
、
場
皿
か
ら
始

め
ま
し
た
。
戦
国
時
代
、
長
良
川
沿

い
の
敵
に
備
え
た
木
越
城
で
は
大
和

名皿部白山神社本殿
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か
ら
、
自
雲
山
観
音
堂

へ
車
で
行
け

る
と
の
事
。
再
訪
し
て
、
是
非
も
う

一
度
行

っ
て
み
た
い
所
で
す
。

１
５
６
号
線
は
雪
を
避
け
て
、
側

溝
、
路
ガ
タ
等
の
工
事
中
で
、
上
剣

を
左
に
入
る
と
、
妙
見
清
水
の
湧
き

口
が
あ
り
ま
す
。
あ
ぜ
道
を
上
が

っ

て
い
く
と
、
湧
き
日
は
広
く
縁
取
ら

れ
、
多
く
の
水
藻
が
綺
麗
な
水
に
揺

れ
て
居
り
ま
し
た
。　
近
く
で
４
、
５

人
の
人
が
廃
屋
を
解
体
中
で
、
傍
ら

で
焚
く
た
き
火
が
寒
さ
を
強
調
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
車
の
暖
房
の
温

か
さ
に
ホ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

少
な
い
予
算
で
も
市
は
町
の
農
道

の
改
修
だ
け
は
誠
実
で
、
き
れ
い
に

整
備
さ
れ
た
道
を
南
下
、
大
和
温
泉

の
裏
に
出
ま
し
た
。
観
音
堂
、
白
雲

山

へ
の
登
り
口
で
こ
こ
も
国
の
工
事

で
立
派
な
散
策
路
に
仕
上
げ
ら
れ
て

お
り
ま
し
た
。
三
十
三
観
音
の

一
番

如
意
輪
観
音
と
馬
頭
観
音
、
不
動
明

王
が
、
お

一
人
お

一
人
が
新
し
い
祠

に
入
ら
れ
て
、
地
元
の
方
の
毎
朝
お

参
り
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
お
花
の
様

子
が
気
持
ち
を
清
々
し
く
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
観
音
様
と
は
い
っ
て
も
、

キ
ト
ラ
古
墳
の
様
に
彩
色
が
残

っ
て

い
る
何
と
も
親
近
感
の
あ
る
石
仏
で

す
。
温
泉
の
帰
り
に
で
も
是
非
御
覧

に
な

っ
て
頂
け
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。

大
和
温
泉
や
す
ら
ぎ
館
は
、
何
年

目
に
入

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
　
道

の
駅
も
益
々
人
気
で
、
郡
上
市
朝
市

連
合
が
句
彩
館
を
新
設
、
さ
ら
に
賑

や
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
裏
を

一

通
り
了
泉
寺
を
抜
け
る
と
市
長
宅
で

す
。
簡
単
な
距
離
は
徒
歩
で
済
ま
せ

た
り
、
部
下
に
頼
ら
ず
膨
大
な
資
料

を
手
元
に
積
ん
で
答
弁
は

一
人
で
済

ま
せ
た
り
、
相
変
わ
ら
ず
評
判
の
い

い
首
長
で
す
が
、
そ
の
市
長
宅
を
右

折
、
あ
ぜ
道
を
行
き
道
路
を
横
断
、

川
を
渡

っ
た
所
が
松
尾
城
跡
、
ち
ょ

っ
と
見
晴
ら
し
の
良
い
小
高
い
丘
で

す
が
、
最
近
は
ほ
と
ん
ど
足
を
踏
み

入
れ
た
形
跡
は
な
く
草
茫

々
で
し

た
。
直
ぐ
下
で

一
本
の
桜
が
鮮
や
か

で
し
た
。

場
所
は
が
ら
り
と
変
わ

っ
て
口
神

路
の
自
山
神
社
、
六
本
ヒ
ノ
キ
。
多

く
の
木
々
の
中
で
こ
の
樹
だ
け
が
存

在
感
を
増
し
て
居
り
ま
し
た
。
泰
澄

に
ゆ
か
り
の
６
０
０
年
以
上
の
巨
樹

で
、
六
本
ヒ
ノ
キ
と
は
云

っ
て
も
、

今
は
九
本
以
上
に
分
幹
し
て
ま
す
。

鬱
蒼
と
し
た
森
で
、
周
り
の
木
々
に

守
ら
れ
て
、
雪
害
の
影
響
も
少
な
い

模
様
で
し
た
。　
道
は
更
に
奥
、
古
道

へ
。
大
和
町
で
た
だ

一
ヶ
所
、
上
水
道

が
完
備
さ
れ
て
い
な
い
場
所
だ
そ
う

で
、
道
は
八
幡
へ
、
但
し
工
事
は
中
断

中
で
完
成
は
未
定
。　
道
の
外
れ
は

西
念
寺
、
町
指
定
の
建
物
が
多
く
、
本

堂
の
外
に
鐘
堂
、
大
鼓
堂
や
、
親
鸞
聖

人
像
な
ど
、
大
和
町
に
は
あ
ま
り
無

い
も
の
が
有
り
ま
し
た
。

次
は
町
の
西
端
、
上
古
道
白
山
神

社
、
こ
こ
も
狛
犬
が
神
社
の
社
宝
で

す
。
明
建
神
社
か
ら
フ
イ
ー
ル
ド
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
経
由
の
こ
の
道
は
、
素

晴
ら
し
い
道
路
に
改
修
さ
れ
、
ま
だ

続
行
中
で
、
八
幡
の
戒
仏
、
坪
谷
か

ら
、
せ
せ
ら
ぎ
街
道

へ
抜
け
る
の
で

し
ょ
う
か
？
　
少
し
偏

っ
た
感
想
で

す
が
、
あ
ま
り
通
行
量
の
多
く
な
い

道
の
拡
幅
は
急
ぐ
必
要
な
し
。
事
業

仕
訳
で

「
縮
延
」
そ
ん
な
の
は
な
い

で
し
ょ
つゝ
か
？
。

最
後
に
あ
と
二
ヶ
所
程
回
り
ま
し

た
。
先
ず
細
川
家
の
ヒ
イ
ラ
ギ
、
樹

高
８

済

の
木
は
円
く
刈
り
込
ま
れ

た
よ
う
で
、
秋
に
な
る
と
真

っ
白
い

花
が
咲
く
ら
し
い
。
細
川
家
に
は
背

面
に
梵
字
が
書
か
れ
た
円
空
仏
も
あ

り
、
大
変
貴
重
な
物
だ
そ
う
で
す
。

私
は
ま
だ
現
物
を
観
た
こ
と
は
有
り

ま
せ
ん
が
、
細
川
さ
ん
自
身
が
円
空

仏
の
様
な
方
で
す
。

最
後
は
栗
巣
、
領
家
の
モ

ミヽ
ン
。
こ

こ
も
今
年
の
雪
の
影
響
が
あ
り
ま
し

た
が
、
あ
ま
り
酷
く
は
な
か
っ
た
模

様
。
た
だ
し

一
寸
残
念
な
の
は
、
素
晴

ら
し
い
ロ
グ
ハ
ウ
ス
が
建
て
ら
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
建
物
が
木
の
邪
魔

な
の
で
す
。
秋
に
は
素
敵
な
紅
葉
に

な
る
だ
ろ
う
、
で
も
そ
の
木
の
美
し
さ

を
撮
る
の
は
、
か
な
り
限
定
さ
れ
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

以
上
が
今
回
廻
ら
せ
て
頂
い
た
所

で
す
が
、
全
体
の
半
分
も
い
つ
て
い

な
い
で
し
ょ
う
。
ほ
と
ん
ど
が
私
が

初
め
て
の
場
所
で
し
た
が
、
そ
の
中

で
感
じ
た
こ
と
は
、
巨
樹
が
多

い
こ

と
、
三泉
観
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

白雲山登り回の観音像ほか

阿千葉城跡案内板

′ γ′|ルj ′‐″|″1議樹巌逮轟臨轟麟

口大間見松尾城跡
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歴
史

の
長
さ
と
規
模

の
大
き
さ
で

す
。
そ
し
て
見
所
は
こ
れ
か
ら
が
最

適
で
し
ょ
う
。
山
の
緑
が
映
え
る
時

季
、
水
の
流
れ
が
豊
富
な
大
和
町
。

そ
の
殆
ど
が
眺
め
の
素
晴
ら
し
い
事

で
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
道
は
、
架
空
線
路
も
取
り
除
か
れ
、

眺
望

へ
の
配
慮
が
特
別
に
な
さ
れ
て

居
り
ま
す
。

私
は
毎
年
東
氏
館
跡
庭
園
の
清
掃

作
業
に
参
加
さ
せ
て
貰

っ
て
居
り
ま

す
が
、
未
だ
鑑
賞
す
る
立
場
に
な

っ

た
事
は
有
り
ま
せ
ん
。
清
掃
作
業
の

途
中
で
ホ
ツ
と
小
さ
な
観
音
さ
ん
の

石
仏
に
出
会

っ
た
時
、
遠
く
の
山
並

み
を
見
て
色
々
な
緑
の
中
に
新
鮮
な

若
緑
を
見
出
し
た
時
、
普
段
に
聴
く

鳥
の
鳴
き
声
を
聞
き
な
が
ら
綺
麗
な

水
の
流
れ
を
眺
め
る
時
、
そ
ん
な
何

で
も
な
い
小
さ
な
ひ
と
と
き
が
、
都

会
で
は
味
わ
え
な
い
癒
や
し
の
瞬
間

な
の
で
す
。

今
年
度
か
ら
市
長
が
提
唱
す
る

「
郡
上
学
」
の
講
義
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
そ
の

一
環
と
し
て
秋
に
は
自
雲

山
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
も
行
わ
れ
ま
す
。

先
ず
は
、
自
分
で
郡
上
の
好
さ
を

体
験
す
る
事
、
そ
し
て
そ
の
好
さ
を

皆
に
奨
め
る
こ
と
が
出
来
た
ら
、
嬉

し
さ
は
倍
加
し
て
い
く
事
で
し
ま
つ
。
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嶽
郷
日
甲
事
一業
一機
一一一一一一一替
一書

４
月
９
日
（木
）
～
１０
（金
）

平
成
２．
年
度
宿
泊
研
修
（参
加
者
２３
名
）

探
訪
地
…
第
１
日
四
国
霊
場
（１
番
霊
山
寺
、
２
番
極
楽
寺
、

１７
番
井
戸
寺
）、鳴
門
市
ド
イ

ツ
館
、
阿
波
踊
り
会
館
（徳
島
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
泊
）第
２
日
藍
染
工
芸
館
、
阿
波
十
郎
兵
衛

屋
敷
（阿
波
人
形
浄
瑠
璃
鑑
賞
）、鳴
門
公
園
、渦
の
道
海
上
散
歩
。

２０
日
（月
）

「文
化
財
や
ま
と
」
編
集
委
員
会

原
稿
依
頼
に
つ
い
て

第
１
回
執
行
部
会
（新
年
度
へ
の
取
り
組
み
）

第
１
回
役
員
会

平
成
２０
年
度
会
務
・決
算
報
告
に
つ
い
て
、
平
成
２‐
年
度
事
業
計
画
・

予
算
案
に
つ
い
て
、
平
成
２‐
年
度
総
会
に
つ
い
て
、会
員
拡
大
に
つ
い
て
、

会
費
徴
収
に
つ
い
て

県
文
化
財
保
護
協
会
総
会
（於

¨
岐
阜
総
合
庁
舎
）

平
成
２‐
年
度
総
会

①
平
成
２０
年
度
会
務
・決
算
報
告

②
役
員
改
選

③
平
成
２．
年
度
事
業
・予
算
の
承
認

会
報
「文
化
財
や
ま
と
」発
刊
（発
行
部
数
３
５
０
部
）

講
話
…
大
和
町
文
化
財
散
歩
　
山
田
員
人
氏

‐８
日
（木
）

第
１
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

２５
日
（木
）
～
２６
日
（金
）

県
文
化
財
保
護
協
会
上
期

一
泊
研
修
（北
陸
方
面
）

１０
日
（金
）

第
２
回
役
員
会

２６
日
（日
）

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃
・阿
千
葉
城
跡
清
掃

８
月
７
日
（火
）

七
日
祭
・薪
能

6
月

15 9
日 日

月 火

5 5
月 月
147
日 日

木 木

２５
日
（火

９
月
１
日
（火

９
日
（火

２９
日
（火

１０
月
９
日
（金

１１
月
４
日
（水
）

‐２
月

１
日
（金
）

‐２
日
（土
）

２
月
１０
日
（土
）

２５
日
（本
）

３
月
２
日
（火
）

‐５
日
（月
）

２５
日
（木
）

２９
日
（日
）

１１
日
（金
）

第
２
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会
（予
算
に
つ
い
て
）

２５
日
（金
）

第
３
回
役
員
会
研
修
部
会
（秋
の
日
帰
り
研
修
そ
の
他
に
つ
い
て
）

～
３０
日
（水
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
「秋
の
文
化
財
探
訪
」
上
越
方
面

第
３
回
役
員
会

①
平
成
２
１
年
度
秋
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
・実
施
に
つ
い
て

②
そ
の
他

平
成
２．
年
度
秋
の
日
帰
り
研
修
、京
都
大
連
院
、法
然
院
、大
徳
寺
、参
加
者
３９
名

第
３
回
執
行
部
会

第
４
回
役
員
会
、事
業
・会
計
中
間
報
告
、懇
親
会

研
修
部
会
（平
成
２２
年
度
春
期
１
泊
研
修
計
画
）

役
員
会

（平
成
２２
年
度
春
季
１
泊
研
修
、
そ
の
他
に
つ
い
て
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
第
２
回
理
事
会

平
成
２２
年
度
諸
計
画
に
つ
い
て

事
業
部
会
　
（
創
立
４０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
）

事
業
部
会
（文
化
財
標
柱
調
査
。点
検
）

）

第
２
回
執
行
部
会
（郡
上
市
協
議
会
諸
行
事
へ
の
参
加
に
つ
い
て
）

研
修
部
会
（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
市
内
文
化
財
め
ぐ
り
「寒
水
の
掛
踊
」参
加
者
２３
名
）

目
綴
日
早
醸
一難
一議
一置
一一な一鐘
簿

４
月
８
日
（木
）
～
９
（金
）

平
成
２２
年
度
宿
泊
研
修
（参
加
者
３‐
名
）

探
訪
地

一
第
１
日
、
紀
三
井
寺
、道
成
寺
参
詣
・見
学
（宿
泊
白
浜
）

第
２
日
、金
峰
山
寺
参
詣
、士
口
野
山
セ
ン
ボ
ン
ザ
ク
ラ
散
策

２０

日

５
月
１６
日
（

６
月
３
日
（

６
月
１５
日
（

６
月
２５
日
（火木 月水

9 87
月  月 月

292111 1 257 25
日 日 日 日 日 日 日

水 火 土 水 水 土 日

１０

月

５

日

１０

月

１０

日

‐２
月

１

日

‐３

日

２
月

１０

日

３
月

８

日

１１

月

　

日

木 日金 火

第
１
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会
、
「文
化
財
ぐ
じ
ょ
つ
」
配
布

「文
化
財
や
ま
と
」
編
集
委
員
会
　
原
稿
依
頼
そ
の
外

第
１
回
執
行
部
会
（新
年
度
へ
の
取
り
組
み
）

第
１
回
役
員
会

平
成
２．
年
度
会
務
・決
算
報
告
に
つ
い
て
、
平
成
２２
年
度
事
業
計
画
・

予
算
案
に
つ
い
て
、
平
成
２２
年
度
総
会
に
つ
い
て
、〈バ
費
徴
収
に
つ
い
て

県
文
化
財
保
護
協
会
総
会
（於

¨
岐
阜
総
合
庁
舎
）

平
成
２２
年
度
総
会

①
平
成
２‐
年
度
会
務
・決
算
報
告

②
平
成
２２
年
度
事
業
・予
算
の
承
認

会
報
「文
化
財
や
ま
と
」発
刊
（発
行
部
数
３
０
０
部
）

講
話

¨
古
今
伝
授
の
里
づ
く
り
２０
年
の
歩
み

フ
イ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
長
　
金
子
徳
彦
氏

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃
・阿
千
葉
城
跡
清
掃

七
日
祭
・薪
能

第
２
回
執
行
部
会

研
修
部
会
（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
２
回
役
員
会
（郡
上
市
協
議
会
諸
行
事

へ
の
参
加
に
つ
い
て
）

役
員
研
修
（町
内
文
化
財
視
察
）

～
３０
日
（木
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
「秋
の
文
化
財
探
訪
」
長
野
方
面

第
３
回
役
員
会

①
平
成
２‐
年
度
秋
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
・実
施
に
つ
い
て

②
そ
の
他

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
市
内
文
化
財
め
ぐ
り
「和
良
町
戸
隠
神
社

祭
礼
」
見
学

第
３
回
執
行
部
会

第
４
回
役
員
会
、事
業
人
バ
計
中
間
報
告
、
懇
親
会

研
修
部
会
（平
成
２２
年
度
春
期
１
泊
研
修
計
画
）

役
員
会
（平
成
２３
年
度
春
季
１
泊
研
修
、
役
員
改
選
。新
年
度
の
諸
計
画

に
つ
い
て
）

以
下
期
日
未
定

平
成
２２
年
度
秋
の
日
帰
り
研
修

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
第
２
回
理
事
会

事
業
部
会
　
（創
立
４０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
）

）
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平
成
２２
年
　
４
月
末
現
在

会
員
名
簿
槃
Ｅ

■
剣

山

下

運

平
（顧
じ
八
八
―
二
四
〇
六

鎮

　

勝

美
（膏
）
八
八
―
二
〇
三

一

日

置

敏

明
（顧
じ
八
八
‐
三
二
五
四

村

瀬

喜

八

　

八
八
上

〓

二
人

河

合

俊

次
　
　
八
八
‐
三
二
四
六

加

藤

正

恵
　
　
八
八
‐
二

一
〇
七

加

藤

文

蔵
　
　
八
八
‐
二
人
〇
二

佐

藤

光

一
套

）
八
八
上
壬

δ

一

佐
藤
八
重
子
　
　
八
八
‐
三
二
〇

一

日

中

和

久

　

八
八
‐
三
二
〇
〇

高

橋

義

一　
　
人
入
上
二
七
九
二

河

合

　

恒
（彗
）
八
人
‐
壬

一一五
人

河

合

　

尚
　
　
八
八
‐
二
三
〇
四

加

藤

小

式
　
　
八
八
‐
二
三
二
九

森
前
と
し
子
（理
言

八
八
‐
三
四
七
九

岩
崎
扶
美
子
　
　
八
八
‐
三
五
二

一

河

合

利

雄
ヨ
こ
八
八
上
二
五
二
〇

河
合
美
弥
子
　
　
八
八
‐
三
五
二
〇

山

内

　

博

　

八
八
上
一一人
八
六

山

内

悦

子
　
　
八
八
‐
三
八
八
六

村

瀬

方

彦

　

八
八
上

一〇
〇
八

小

池

祐

二
　
　
人
八
‐
四
〇
六
四

小

池

圭

子
　
　
八
八
‐
四
〇
六
四

林

　

千

里
　
　
八
八
‐

佐

藤

公

子

　

八
八
‐

山

下

妙

子

　

八
八
‐

山
田
ひ
と
み
　
　
八
八
‐

■
大
間
見

村

井

正

蔵
　
　
八
八
‐

大

野

一
道
（理
ヨ
八
八
‐

大

野

紀

子
　
　
八
八
‐

野

田

英

志
　
　
八
八
‐

清

水

一
作

　

八
八
‐

池

田

充

彦
（理
ヨ
八
八
‐

小
野
江
　
勉
　
　
八
八
‐

松

井

賢

雄
警

）
八
八
‐

藤

代

順

行

　

八
八
‐

玉

木

吉

郎
　
　
八
八
‐

小
野
木
花
子
　
　
八
八
‐

青
木
ユ
リ
子
　
　
八
八
‐

坪
井
由
佳
子
　
　
八
八
‐

）一一一一一一一一一一一一

一
一
一
上ハ
一

二
四
〇
五

二
七
三
六

雹
き
入
八
‐
三
九
六
五

青

地

正

男
（理
ヨ
八
八
‐
二
四
四
七

大

井

正

明
（理
尋
八
八
‐
二
人
九
四

大

井

次

子
　
　
八
八
‐
二
人
九
四

旗

　

清

子
（理
尋
八
八
‐
四

一
七
〇

山

田

敬

子
　
　
八
八
‐
三
九

一
七

大
井
と
も
ゑ
　
　
八
八
‐
二
人
九
三

三
輪

孝

子

　

八
八
上

モ

公

一

桑

田

守

夫

　

八
八
上

五

一
四

大

中

弘

美

　

八
八
上
二
五
〇
六

大

中

春

子

　

八
人
‐
三
五
〇
六

鷲

見

　

務

　

八
八
上

エ
ハ
五

一

鷲
見
三
津
子
　
　
八
八
‐
二
六
五

一

小

倉

義

明

　

八
八
上
壬

三

四

小
倉
津
油
子
　
　
八
八
‐
三
二
二
四

桑

田

洋

一　
　
人
八
‐
二
四

一
四

桑

田
　

博
　
　
八
八
‐
三
二
四

一

大
中
登
志
枝
　
　
八
八
‐
三
六
二
四

桑

田

一
秋
　
　
八
八
‐
二
四

一
二

■
徳
　
永

水
野
志
づ
子
　
　
八
八
‐
二
六

一
〇

山

内

孝

一
（肇

八
八
上

天

三
ハ

遠

藤

賢

逸

　

八
八
上

〓

二

一

遠
藤
富
貴
子
（理
彗
八
八
‐
二

一
二

一

矢
野
原
吉
夫
　
　
八
八
‐
二

一
三
九

渡

辺

千

恵

　

八
八
‐
一壬

一八
〇

山

内

敏

子

　

入
八
上

三

二
〇

■
河
　
辺

ユ則
田
　

孝
（彗
）
八
八
上

一
一
〇

一

）

鷲

見

長

子
　
　
八
八
‐
二
〇
二
人

■
神
　
路

臼

田

宝

徳
　
　
八
八
‐
三
七
三
〇

羽

生

　

清
　
　
八
八
‐
三
二
七

一

山

田

員

人
（拿
）
八
八
‐
二

一
一
四

山

田

正

代
　
　
入
八
‐
二

一
一
四

山

田

　

健
　
　
八
八
‐
二
六
人
九

山
田
味
代
子
　
　
八
八
‐
二
人
四
四

山

田

敬

子

　

八
八
上

≡
≡

六

■
牧

金

子

政

子
　
　
八
八
‐
三
四
二
六

滝

日

準

一
盆
ぎ
八
八
‐
二
七
〇
五

粟
飯
原
明
子
　
　
八
八
‐
二
三
六
二

日

置

貞

一　
　
人
八
上

エ
ハ
六
二

遠
藤
千
鶴
子
　
　
八
八
―
三
六
三
七

注込
藤

周

一　
　
人
八
‐
二
人
九
〇

滝

日

敬

子
　
　
八
八
‐
三
四
〇
六

田

口

勇

治
蟄
こ
八
八
―
三
九
五
〇

加

藤

一
男
　
　
八
八
‐
二
人
七
〇

本

田

欽

一
鐙
き
八
八
‐
三

一
六
〇

野

田

嘉

明
　
　
八
八
‐
三
〇
四
三

尾
藤
佐
紀
子
　
　
八
八
‐
二
三
五
三

早
瀬
ふ
み
子
　
　
八
八
‐
三
三
二
七

日

置

清

子
　
　
八
八
‐
三
六
三
六

斉

藤

武

生

　

八
八
上
二
九
壬

一

滝

日

一
正
（彗
）
八
八
‐
三
〇
六
四

金

子

徳

彦

　

八
八
上
二
〇
杢

二

■
栗
　
巣

島

崎

増

造
（肇

八
八
上

〓
≡
天

増

田

洋

子
　
　
八
八
‐
四
〇
四

一

寛
　
政
之
助
（理
き
八
八
‐
四
〇
三

一

野

田

恵

光
　
　
八
八
‐
四
〇
二
七

■
古
　
道

細

川

　

優
（肇
）
八
八
‐
二
人
六

一

清

水

克

巳

　

八
八
上

天

杢

一

野
口
喜
代
子
　
　
八
八
‐
三
〇
八
四

■
名
皿
部

有

代

具

一
倉
三
八
八
‐
三
七
九

一

有

代

紀

子

　

八
八
‐
三
七
九

一

有

代

和

夫

　

八
八
上

〓
一〇

一

森

下

正

則
　
　
八
八
‐
三
四

一
三

佐
尾
チ
ド
リ
（理
ヨ
八
八
―
三
五
四
四

■
島

森

藤

雅

毅
雪

）
人
八
上

ニ
ハ
人
四

山

田

長

次
　
　
八
八
‐
三
六
四
人

田

中

　

篤
　
　
八
八
‐
二
七
九
二

奥

田

昌

明
　
　
八
八
―
二
五
二
〇

奥

田

清

子

　

八
八
上

一五
二
〇

雉

野

尚

子
（理
き
八
八
‐
三
五
六
四

吉

田

勝

恵
　
　
八
八
‐
四
三
二
七

遠

藤

利

雄
　
　
八
八
‐
三
五
二
六

本
川
喜
代
士
（裏
）
八
八
‐
三
人
三
三

本

川

清

子

　

八
八
上
二
人
三

二

判
蠅
菫

■
小
間
見

田

代

善

一

■
万
　
場

畑

中

真

澄

石

神

尭

生

稲

葉

和

巳

寛

　

伸

雄

寛

　

明

代

黒

岩

弘

美

井

俣

初

枝

九 四 七 四 〇 九 七 〇 〇 三 二 二 三
九 七 四 一 六 九 二 九 八 八 三 三 二
〇 七 七 五 〇 一 五 〇 六 五 〇 〇 三

八

八

‐

八

八

‐

八

八

‐

八

八

‐

八

八

‐

八

八

‐

八

八

‐

一四
四

一

一四

一
三

一五
〇
三

一五
三
二

一五
三
二

一四
五
人

一七
五
人
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一項 一日 決1算1籠 摘 要

前年度繰越金 157,o92

費 247,000

会 員 会 費 247,000
正会員2,000円 X107名

家族会員1.000円 X17名

助  成  金 52,534 郡 上 市

雑  収  入 28,490 預金利息他

合 計 485,716

◆◆◆平成21年度

(収入の部)

決算報告書 ◆◆◆

(単位 :円
)

◆◆◆平成22年度

(収入の部)

予算書 ◆◆◆

(単位 :円 )

(支出の部) (単位 :円 ) (支出の部)

項
一目 決1算1額 摘 要

会  議  費

総  会  費 37,018
資料費 講師料 印刷費

など

〈
ム 議 費 印刷費

事  業  費 349,988

特 別 研 修 費 150,888
研修バス代

資料代 写真代など

会 報 発 行 費 65,100 300書謳

事 業 活 動 費 22.000
奉仕作業費

傷害保険

文 化 財 標 識 112.000

阿千葉城案内板
上剣妙見清水標識
4角注3本

事 務 局 費 39,834

消 耗 品 費 15,296
接写用電球 パソコン関連

用品

通  信   費 24,538
連絡用ハガキ 印刷代

資料送付代

会費 (県 市 ) 50,000 県:30,000郡上市 :20,00Kl

計

収入 485,716-支出 483,794=1,922円
(1,922円 は平成22年度へ繰り越し)

平成21年度の歳入・歳出経理について監査を行った結果、

(単位 :円
)

平成22年 6月 3日

 監事 島 崎 増 造
鸞

一
一
ぽ

財
や
ま
と
」
第
二
五
号
　
平
成
二
十
二
年
六
月
　
　
日
発
行
　
発
行
者
／
大
和
町
聴

化
財
保
護
協
会
　
代
表
者
／
佐
藤
光

一　
印
刷
者
／
白
鳥
印
刷

適正 に処理 されていました。

滝 日 準 一
③

項 目 予■算1額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 1,922

会 費 231,000

会 員 会 費 231,000
正会員2,000円 ×107名

家族会員1.lX10円 ×17名

助  成  金 81,000 郡上市 より

積 立 金 解 約 412,053 貯金禾U息 他

計 725,975

項 目 予1算■額 摘 一要

会  議  費

総   会  費 講師謝礼 他

議 費 15,000 理事会 役員会

事 業 費 604,395

会 報 発 行 費

事 業 活 動 費
文化財清掃本仕作業燃料代
傷害保険

理 事 研 修 会 大和町内文化財研修

文 化 財 標 識 256,000 創立40周年記念事業

宿泊研修バス代 173,395

東 家 文 書 デ ジ タ

フレ             化

創立40周年記念事業

東家文書デジタル化準備費

事 務 局 費 40,000

消 耗 品 費
プリンタインク

印刷用用紙 他

通  信  費 通信用はがき 他

会  費 (県・市) 50,000 県:30,000 郡上市 :20,000

予 備 費 1,580

計 725,975

□
□
□
□

先
日
、
事
業
部
の
本
川
、
細
川
さ

ん
佐
藤
会
長
と
と
も
に
文
化
財
の
標

識
調
査
に
同
行
し
た
。
十
数
力
所
程

度
の
視
察
で
あ

っ
た
が
、
な
ぜ
か
、
過

ぎ
去

っ
た
昔

へ
の
懐
か
し
さ
が
こ
み

上
げ
て
き
た
。
あ
る
程
度
日
々
の
生

活
に
満
ち
足
り
て
く
る
と
、
ふ
と
空

虚
さ
に
お
そ
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

心
の
中
に
隙
間
が
生
じ
て
き
た
か
ら

で
あ
る
。
隙
間
を
埋
め
る
に
は
心
を

耕
す
し
か
な
い
の
で
は
と
思
う
。
文

化
財
の
標
識
に
は
文
化
財
愛
護
の
シ

一
一
〓
一
一
一
一
一
一
¨
一
一
一
¨

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

日
本
建
築
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
斗

供

（と
き

ょ
う

「組
み
も

の
し

の

イ
メ
ー
ジ
を
表
し
て
い
る
。
神
社
や

仏
閣

の
屋
根
や
柱
を
支
え
て
い
る

「組
み
も
の
」
を
三
つ
重
ね
る
こ
と

に
よ
り
、
文
化
財
と
い
う
民
族
の
遺

産
を

「過
去
」
。
「現
在
」
。
「未
来
」

に
永
遠
に
伝
承
し
て
い
く
こ
と
を
象

徴
し
て
い
る
。
歩
み
が
遅
く
な

っ
て

き
た
年
齢
の
ま

っ
た
だ
中
で
、
少
し

余
裕
を
も

っ
て
周
囲
を
見
て
み
よ
う

か
な
と
も
思
う
。

（ま
）
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